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1.　はじめに
1.1　問題の所在とねらい
医学の進歩や健康に対する意識の高まりなど
により， 日本の平均寿命も男女共に 80 歳を超
える時代となった。 厚生労働省の調査によると，
平均寿命の伸び以上に健康寿命が伸びている
ことが明らかとなった。 長い人生をより快適に充
実したものにするための健康維持に努めている
人が年々増加している一方， 近年， 子どもをとり
まく環境の変化を背景に， 運動の二極化， 食や
睡眠などの基本的な生活習慣の乱れ， ストレス
の増大等， 心と体の健康に関する問題は複雑で
多様な課題が顕在している。
このような中， すべての人々が生きる上で健
康で安全な社会を実現することは最も基本的か
つ不可欠なことである。 しかし， 交通事故や日
常生活での事件 ・ 事故により尊い命を落したり，
重大な障害を引きおこしたりと後を絶たない現実
がある。 また事故に限らず身のまわりには多くの
傷害が発生しており， 健康にも影響を与えてい
る。 特に中学生では交通事故による死亡が最も
多く， それに水の事故などが続いている。 文部
科学省による 「学校における体育活動中の事故
防止について」 によると学校の体育活動中の事
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故件数は平成 10 年度から平成 21 年度にかけ
1/3 に減少しているとされているが， 学校生活で
起こる傷害の多くは運動部の活動や体育の授業
など運動中に多く発生している。
 
これらの事故や傷害を引き起こす発生要因を
みたとき， 当事者の心身の状態や安全に対す
る意識の低さなどの人的要因と物の管理体制や
取り扱い方， 整備不良といった環境要因が関わ
り合っており， 単に思いがけず起こった事故とは
言えない場合も少なくない。 また日本スポーツ
振興センターによる 「学校事故事例検索データ
ベース」 を活用することで， 発生状況の概要を
調べることができる。 このデータからは毎年類似
した事故が繰り返し発生していることから， ほとん
どの事故は予測可能であり事故を未然に防ぐ手
立てを考えることができると考える。 平成 20 年
に公表された中央教育審議会答申では， その
基本的な考え方として 「学校において， 子ども
が自らの健康をはぐくみ， 安全を確保することの
できる基礎的な素養を育成することが必要であ
る」 ことが掲げられた。 学校においては生涯を
通じてこうした健康課題に適切に対応できる資質
や能力を育成することが求められており， その中
で保健学習は極めて重要な役割を期待され， 学
校安全の果たす役割の重要性は， ますます高
まってきていると言える。
1.2　安全指導における ｢ やりくり ｣
学習指導要領で重視している 「思考 ・ 判断」
は習得した健康 ・ 安全の知識を活用して課題
を解決すること等のために必要な思考力 ・ 判断
力 ・ 表現力を生徒が身につけているかどうかを
評価するものである。 生徒の生涯を通じた健康
づくりに役立つ 「実践力」 の育成を図ることが重
要であるが， その 「実践力」 の中核である 「思
考 ・ 判断」 の能力育成が不十分であるという課
題がある。 しっかりとした知識の習得とその活用
の仕方を学ぶことが実践力の育成につながること
が示され， テストのための知識ではなく， 自分の
体や生活に関連した生徒自身の知識でなくては
ならない。 自分自身で考え， 的確に表現するこ
とが求められているということである。
保健学習において， 知識学習を中心とした危
険予測の教育のみにとどまってはいけないこと
を教える側は認識することが大切である。 知識
学習のみの教育を進めると， 「答えを知っている
（知らない）」 など， 表面的な理解にとどまった
り， 自己との関与が意識されないテーマについ
ては関心を示さなかったりとこの時期の生徒に対
する安全教育は決して容易ではない。 このような
問題を解決するために， 自己との関わりが意識
されるような教育内容を設定し， 題材を提供する
ことが重要であると考える。 そのため 「傷害の防
止」 では， 学校生活での事故の発生状況， 危
険を含む事例， 交通事故， 犯罪被害を教材化
し， 実際に体験できないものについては視聴覚
教材の活用やワークシート， グループ協議， 学
んだことを生活場面に適用して課題発見や解決
の方法を探るなどの指導方法を工夫することで，
豊かな展開ができるのではないかと考える。
2　研究方法
2.1　調査対象
本研究の対象は， 保健分野 ｢傷害の防止 ｣を
既習した 3年生 137名（男子 61名，女子 76名），
2年生 131名 （男子 65名，女子 66名） である。
2.2　生徒の状況について
思春期を迎える中学生は， 心身ともに大きな
変化を示す。 生徒は自分のことを 「子ども時代
を卒業した存在」 というようにとらえ， 大人から
子ども扱いされることに反発心をもつとともに， 背
伸びして大人っぽい行動を顕示しようとする。 ま
た， これまで身に付けてきた慣習や道徳， 社会
規範などに反発する中学生も現れる。 一方， 理
図 1. 学校現場における死亡 ・重度の障害事故 .
　　　　　　　　　　　＊数値は平成 10～ 21年度
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論的に考え， 筋道を立て説明する力も伸びてく
るので， 理にかなった教育が効果をもつようにな
る。 こうした特徴を持ち始める中学生の安全教育
においては， 規則を守ることを強制したり， 指示
的な指導をしたりするよりも， 安全規則を遵守す
ることの意義や安全な行動を取ることの理由を明
確に示すことが大切である。 具体的な場面を用
いて， 自分や他者の危険を予測し， どのように
すれば安全が確保できるのか， その知識と判断
力に， まず目を向けさせることが重要である。 事
前アンケートによると， 本校の生徒 （2， 3 年生）
は 80％以上の男女が体育分野を好意的に感じ，
意欲的に取り組んでいる。 （男女で差はない）　
しかし体育分野を得意と感じている生徒は 50％
も満たしておらず， 運動が苦手と感じている生徒
も前向きに取り組んでいることがわかる。 特にこ
の傾向は女子に強く見られ， 運動部活動への参
加率を見ても， 全国的に問題視されている運動
の二極化にも当てはまり， 体力や技術の差が大
きい中での体育分野の実施となっている。 一方，
男子の傾向としては体育 （実技） が得意だと約
60％の生徒が感じている。 大きな特徴として部
活動でのけがが多いということである。 男子の体
育での授業でのけがが少ないのは 1･2 年生での
基礎的技術の徹底や試合をしても習熟度別で実
施したり， ルールを変えてやったりと試行錯誤し
ながら進めている。 この試行錯誤が果たして効
果があったのかどうか検証することも今年度の研
究の目的の一つである。
 
授業の対象学年の生徒は， 男子 65 名、 女
子 66 名の計 131 名、 4 クラス編制である。 学
級によって多少差はあるがおおむね元気がよく、
周りに対して前向きな声かけができる生徒が見
られ意欲的である。 運動面においては全体の 2
割は運動部活動に所属しておらず、 運動自体も
得意でないと感じている生徒も多数いる。 事前
アンケートによる 「体育の授業で意欲が増す時
は？」 の問い （複数回答可） に対しては、 97
人が「記録向上」「できないことができるようになっ
た」 を挙げ最も多く、 続いて、 94 人が 「相手に
勝った」、 36 人が 「友達に認められた」、 32 人
が 「先生に認められた」、 23 人が 「技術の仕組
みが理解できた」であった。普段授業をしていて，
勝敗にこだわる生徒が多く， 競い合いやゲーム
形式に対し非常に積極的な一方， 基礎 ・ 基本
的な運動には消極的であるように感じる。 運動
は活発になればなるほど危険は増加する。 その
ため実践練習中心の部活動でのけがが多い現
状であると思われる。
 
保健分野に対する意識は体育分野と比較する
とやや低いものの重要なものと位置付けている。
しかし， 将来に生かしたいとしつつも今の生活に
結びついている生徒は少なく， 知識のための学
習となっていると言わざるを得ない。 このような現
状や意識の低さが本校のけがの発生状況に大き
な影響を与えていると考えられる。
 
2.3　研究方法
傷害の発生原因やその予防については小学
校 5 年生と中学校 2 年生で学習するが， 昨年
図 2. 全国と鳥大附中の傷害の状況の割合の比較 .
図 3. H29年度　けがの発生状況 （鳥大附中） .
表 1. 保健体育に対する事前アンケート .
n=258 （%）
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度まで本校では後期に入ってからこの単元を
扱っていた。 図 1 ・ 2や表 1に示された生徒の
現状を踏まえ，早い段階 （6月の研究発表大会）
で ｢ 傷害の防止 ｣ を既習させ，体育分野で活用
することで， 生徒の思考や行動の変化， 傷害の
発生状況の違いを調べ， 安全に留意した保健
体育における授業の在り方について検討する。
2.4　単元における指導 ・ 支援
学習指導要領の改訂において保健分野の目
標は， 単に知識を理解するだけではなく， 知識
を活用する学習活動を取り入れるなどの指導方
法の工夫を行うことが示されている。 したがって，
保健の知識の習得を重視した上で， 知識を活用
する学習活動を積極的に取り入れることにより，
思考力 ・ 判断力を育成できるように指導するこ
とが大切ということである。 具体的には， 生徒の
活動場面などから教材を選択し， 事故や災害に
対し， 自ら危険を予測し， 回避するためには発
達段階を踏まえて基礎的な知識の理解とともに，
習得した知識に基づいて的確に判断し， 主体的
に迅速な行動をとることや環境を改善するなど新
たな課題を解決することができるよう意識した学
習を展開する必要があると考える。
そこで人が安全に生きていくためには事故や
傷害の発生要因を客観的に見つめ， 原因をつ
かむことが必要であるということ， それぞれの要
因に対して適切な対策を立てれば事故や傷害は
未然に防ぐことができることを認識させ， 安全に
対する意識を高めていくことは必要不可欠であ
る。 また， 傷害が発生した場合， どのような応急
手当をすればいいのかといった基本的な知識や
技能も重要である。 応急手当の意義を理解し，
知識にとどまらず技能を身につけることは今後の
人生において大変意義深いと考える。
研究授業では， 起こり得る身近な事故を事例
にディスカッションを行い， 傷害は人的要因と環
境要因の相互の関わり合いで起こること， 傷害を
防ぐにはそれぞれの要因について適切な対策を
とることが必要であることを理解させることで危険
予測 ・回避能力の育成につなげたい。 また図 3
のワークシートを活用し， 起こり得る傷害の事例
を考えさせることで今後の授業のみならず， 課外
活動 （部活動） や日々の生活 （昼休憩） での
意識づけを継続して行うことで傷害の防止に役
立てることを目的とする。 授業設計のポイントを
押さえることで， 「わかる」 から 「使える」 保健
学習の授業にしたい。
3　結果と考察
保健分野に対する意識の変化と傷害の発生
状況を把握するため， 事後アンケートを行った。
その結果， 保健分野に対する意識に変化が見ら
れた。
ほぼ全ての項目において ｢ そう思う ｣ ・ ｢ やや
そう思う ｣ の割合が増加した。 特に顕著な変化
が見られたのが， ｢ 保健の学習が好きだ ｣ と ｢
保健の学習は楽しい ｣の学習する上で必要不可
図 4. 保健 ｢傷害の予防 ｣　ワークシート .
表 2. 保健分野に対する事後アンケート .
n=258 （%）
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欠な内発的動機にあたる項目であった。 年度当
初は ｢楽しい ｣， ｢ 好きだ ｣ を否定的に感じてい
た約 50 名程度の生徒が肯定的に変化したこと
になる。 このような変化の考えられる原因として，
指導内容と指導方法の違いが挙げられる。 内容
については， 1 年時は ｢心身の機能の発達と心
の健康 ｣ で自己理解や他者 （異性） 理解の部
分が多く， 身近な問題ではあるが性教育の部分
も含まれており， 恥ずかしさや抵抗感が強く積極
的になれない単元である。 学年が上がるにつれ
て， より身近で， より具体的な分野を扱うことで
保健学習の魅力に気付くのではないかと考える。
また学習指導要領の改訂で示された 「知識を活
用する学習活動を取り入れるなどの指導方法の
工夫」， 「事例などを用いたディスカッション， ブ
レインストーミング」 などを取り入れることでより活
発で自発的な意識に変化したのではないかと考
える。 単に知識を得る活動ではなく， その知識
を活用し， ｢ 思考 ・ 判断 ｣する保健授業を実施
するとともに， 実際の体育の授業の中でも活用
することで 「わかる」 から 「使える」 保健学習と
なり， 意識だけでなく， 行動の変化につながっ
たのではないだろうか。
傷害の発生状況については， 図 5 に示した
通りである。 昨年度の傷害の発生状況と比較す
ると， 学校生活の中でけがをして病院に行った
生徒の総数は 101 件から 76 件と減少した。 内
訳は体育の授業でのけがで 25 件から 7 件と大
きく減，部活動でのけがは 42件から 48件に増，
体育 ・ 部活動以外でのけがが 34 件から 21 件
の減であった。
体育の授業でのけがは， バスケットボールが
3 件 （パスによる突き指， その内 1 件が骨折），
陸上競技 ： ハードル走 ・ 長距離 2 件 （捻挫，
その内 1 件が靱帯剥離）， バレーボール （突き
指） ・ ソーラン節練習 （腰痛） がそれぞれ 1 件
であった。
このように傷害が減少した要因として， 授業の
めあて確認と同時に， 5 分程度の短時間起きる
得る傷害を事前に考えさせ， 意識させたことが
大きいと考える。 保健で得た知識や思考 ・ 判断
を実際の体育の場面につなげることができている
ということであり，これは学習の成果である。 また，
基礎的技術の徹底や試合をしても習熟度別で実
施したり， ルールを変えてやったりすることもかな
り有効であった。 特にバスケットボールではパス
が出る状況やスピード， パスを受ける技術などか
なり大きな差がある。 対人競技ではこのような差
を埋める手立てを教師側が考えることが大切であ
る。 部活動での傷害発生件数は 48 件で， 部活
動別で見ると図 5のようになった。
傷害の主な種類は， 捻挫 10 件， 骨折 7 件，
突き指 5 件， 打撲 4 件であった。 骨折箇所は
指が最も多く 3 件あった。 陸上競技やソフトテニ
ス， 新体操では腱鞘炎や椎間板ヘルニア， 膝
蓋骨分離症など長期的な運動によって引き起こ
される傷害も見られた。
4　おわりに
安全に留意した保健体育の授業や体育的活
動の実践をテーマに取り組んだ。 総傷害数は
減ったことはある程度成果はあったと思われる
が， 表 2の事後アンケート結果を見ると保健分
野 ｢傷害の予防 ｣ を活かした ・ 活かそうとした割
合が予想したより伸びなかったこと， 体育の授業
では意識できたことが， 部活動や日々の生活に図 5. H30年度　けがの発生状況 （鳥大附中） .
図 6. H30年度　部活動別傷害の発生件数 .
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つながっていない生徒がいることは今後の課題と
いえる。 この部分がきちんとつながる生徒は， 体
育の授業だけでなく， その他の活動の場面にも
活かすことができ， そういう生徒の育成が必要で
ある。
今回の実践で， 「わかる」 から 「使える」 保
健学習を実践することが体育の授業やその他の
場面にも良い影響を与えていることは明かであ
る。 実生活につながる教育をしていかなければ
ならない。 また傷害に限らず， 健康であるため
に必要な知識を得， その知識の活用の仕方を
学ぶことで意識や行動の変化につなげていくこと
がこれからの人生に必要なことである。 年齢や性
別， 経験の有無を問わず， いろいろなレベルの
人が集まって安全にスポーツ ・運動を楽しむこと
ができるための素地を育成するを今後ともめざし
て指導していきたい。
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